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令和６年第１回千葉市議会臨時会会議録（第１号） 

 

令 和 ６ 年 １ 月 26 日（金）午 後 １ 時 ０ 分 開 会 

────────────────────────── 

○議事日程 

諸般の報告 

日程第１ 会議録署名人選任の件 

日程第２ 会期決定の件 

日程第３ 議案第１号 令和５年度千葉市一般会計補正予算（第８号） 

日程第４ 発議第１号 ダイヤ改正における鉄道路線の運行本数の維持や利便性確保に向け

た国の積極的関与を求める意見書について 

発議第２号 京葉線・外房線・内房線の快速及び通勤快速のダイヤ改正を再考し、

利便性を確保するよう要望する決議について 

────────────────────────── 

○出席議員 

１  番   石  川  美  香  君     ２  番   吉  川  英  二  君  

３  番   茂  呂  一  弘  君     ４  番   岳  田  雄  亮  君  

５  番   須  藤  博  文  君     ６  番   岡  崎  純  子  君  

７  番   黒  澤  和  泉  君     ８  番   野  島  友  介  君  

９  番   山  崎  真  彦  君     10 番   大  平  真  弘  君  

11 番   渡  邊  惟  大  君     12 番   桜  井  秀  夫  君  

13 番   青  山  雅  紀  君     14 番   伊  藤  隆  広  君  

15 番   前  田  健 一 郎  君     16 番   石  川    弘  君  

17 番   小  坂  さ と み  君     18 番   三  井  美 和 香  君  

19 番   渡  辺    忍  君     20 番   安  喰  初  美  君  

21 番   椛  澤  洋  平  君     22 番   守  屋    聡  君  

23 番   蛭  田  浩  文  君     24 番   伊  藤  康  平  君  

25 番   阿  部    智  君     26 番   松  坂  吉  則  君  

27 番   植  草    毅  君     28 番   岩  井  雅  夫  君  

30 番   田  畑  直  子  君     31 番   川  合  隆  史  君  

32 番   麻  生  紀  雄  君     33 番   段  木  和  彦  君  

34 番   佐 々木  友  樹  君     35 番   盛  田  眞  弓  君  

36 番   櫻  井    崇  君     37 番   森  山  和  博  君  

38 番   酒  井  伸  二  君     39 番   小 松﨑  文  嘉  君  

40 番   向  後  保  雄  君     41 番   宇 留間  又 衛 門  君  

42 番   中  島  賢  治  君     43 番   三  須  和  夫  君  

44 番   石  井  茂  隆  君     45 番   米  持  克  彦  君  

46 番   石  橋    毅  君     47 番   白  鳥    誠  君  
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48 番   三  瓶  輝  枝  君     49 番   中  村  公  江  君  

50 番   野  本  信  正  君  

────────────────────────── 

○欠席議員 

29 番   亀  井  琢  磨  君  

────────────────────────── 

○説明員 

市 長  神 谷 俊 一 君    副 市 長  大 木 正 人 君 

副 市 長  青 柳   太 君    病院事業管理者  山 本 恭 平 君 

総 務 局 長  大 野 和 広 君    財 政 局 長  山 元 隆 司 君 

市 民 局 長  那 須 一 恵 君    保健福祉局長  今 泉 雅 子 君 

こども未来局長  宍 倉 和 美 君    環 境 局 長  宮 本 寿 正 君 

経済農政局長  橋 本 直 明 君    都 市 局 長  藤 代 真 史 君 

建 設 局 長  水 間 明 宏 君    消 防 局 長  白 井 一 広 君 

水 道 局 長  橋 本 欣 哉 君    会 計 管 理 者  柗 戸 利 一 君 

病 院 局 次 長  佐 藤 ひとみ 君    市 長 公 室 長  西   公 厚 君 

総 務 部 長  中 尾 嘉 之 君    教 育 長  鶴 岡 克 彦 君 

教 育 次 長  秋 幡 浩 明 君    選挙管理委員会  清 水 公 嘉 君 
 事 務 局 長 

人 事 委 員 会  桑 本 茂 樹 君    農 業 委 員 会  渡 部 義 憲 君 
事 務 局 長 事 務 局 長 

代表監査委員  宍 倉 輝 雄 君 

○議会事務局 

事 務 局 長  久 我 千 晶 君    次 長  寺 﨑 勝 宣 君 

議 事 課 長  安 西 雅 樹 君    議事課長補佐  木 下 哲 央 君 

────────────────────────── 

○本日の会議に付した事件 

諸般の報告 

日程第１ 会議録署名人選任の件 

日程第２ 会期決定の件 

日程第３ 議案第１号審議 

日程第４ 発議第１号、第２号審議 

────────────────────────── 

午 後 １ 時 ０ 分 開 会 

○議長（石川 弘君） ただいまより、令和６年第１回千葉市議会臨時会を開会いたします。 

 出席議員は49名、会議は成立いたしております。 

 なお、この際、令和６年能登半島地震においてお亡くなりになられた方々に対しまして、謹

んで哀悼の意を表し、黙祷を捧げたいと存じますので御起立をお願いいたします。黙祷。 

（黙祷） 

○議長（石川 弘君） 黙祷を終わります。着席をお願いいたします。 

────────────────────────── 
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 諸般の報告 

○議長（石川 弘君） 次に、諸般の報告については、お手元に配付のとおりでございます。 

────────────────────────── 

諸 般 の 報 告 

１ 説明員 

令和６年第１回千葉市議会臨時会に出席する旨報告のあった説明員は、次のとおりで

ある。 

【市長部局】 

（１）全日程に出席 

市長、大木副市長、青柳副市長、病院事業管理者、総務・総合政策・財政・市民・保

健福祉・こども未来・環境・経済農政・都市・建設・消防・水道各局長、会計管理者、

病院局次長、市長公室長、総務部長 

（２）所管局長欠席時に出席 

保健福祉・都市・建設各局次長 

（３）所管事項の答弁予定時に出席 

危機管理監、中央・花見川・稲毛・若葉・緑・美浜各区長 

（４）所管局長欠席時かつ所管事項の答弁予定時に出席 

総務局次長 

【教育委員会】 

全日程に出席 

教育長、教育次長 

【選挙管理委員会】 

全日程に出席 

選挙管理委員会事務局長 

【人事委員会】 

全日程に出席 

人事委員会事務局長 

【農業委員会】 

全日程に出席 

農業委員会事務局長 

【監査委員】 

全日程に出席 

代表監査委員 

２ 全国競輪主催地議会議長会 

関東甲信越静部会の正副会長・相談役会議が１月10日に神奈川県で開催され、議長が

出席し、役員会の運営について協議し、決定した。引き続き役員会が開催され、陳情活

動について実行委員から報告された。 

３ 委員会等開催状況 

（１）都市建設委員会が１月22日に開かれ、京葉線ダイヤ改正に伴う対応について調査した。 

（２）議会運営委員会が１月25日に開かれ、第１回臨時会の運営等について協議した。 
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（３）広報委員会が１月９日に開かれ、市議会だよりの掲載内容等について協議した。 

（４）幹事長会議が１月17日に開かれ、能登半島地震に伴う支援等について協議した。また、

１月23日に開かれ、第１回臨時会の運営について協議した。 

（５）第３次千葉市議会運営活性化推進協議会が1月17日に開かれ、委員会機能の充実等につ

いて協議した。 

────────────────────────── 

諸 般 の 報 告（その２） 

１ 千葉県後期高齢者医療広域連合議会 

令和６年第１回全員協議会が１月26日に本市で開催され、副議長が出席し、令和６年第

１回定例会の議事等について協議し、決定した。 

────────────────────────── 

午 後 １ 時 ０ 分 開 議 

○議長（石川 弘君） これより会議を開きます。 

────────────────────────── 

 日程第１ 会議録署名人選任の件 

○議長（石川 弘君） 日程第１、会議録署名人選任の件を議題といたします。 

 私より指名いたします。９番・山崎真彦議員、10番・大平真弘議員の両議員にお願いいたし

ます。 

────────────────────────── 

 日程第２ 会期決定の件 

○議長（石川 弘君） 議案第２、会期決定の件を議題といたします。 

 お諮りいたします。本臨時会の会期は、本日１日といたしたいと存じますが、御異議ござい

ませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 弘君） 御異議ないものと認め、さよう決定いたしました。 

────────────────────────── 

 日程第３ 議案第１号審議 

○議長（石川 弘君） 日程第３、議案第１号を議題といたします。 

 市長より提出されました議案第１号については、お手元に配付のとおりでございます。 

 提案理由の説明をお願いいたします。神谷市長。 

〔市長 神谷俊一君 登壇〕 

○市長（神谷俊一君） まず初めに、石川県などに甚大な被害をもたらしました令和６年能登

半島地震及び羽田空港で発生した航空機衝突事故によりお亡くなりになられた方々に、謹んで

哀悼の意を表しますとともに、被害に遭われました多くの皆様方に対しまして、心よりお見舞

いを申し上げます。 

 被災地を支援するため、本市としましても、罹災証明書の発行や下水道災害復旧、避難所で

健康支援などを行う職員を派遣しているほか、支援物資の提供などを行っているところであり、

今後も、被災地の一日も早い復興を願い、必要な支援活動を行ってまいりたいと考えておりま

す。 

 本日ここに、令和６年第１回臨時会を招集し、予算案の御審議をお願いいたすものでありま
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す。 

 ただいま提案をいたしました議案につきまして、提案の理由を御説明申し上げます。 

 議案第１号は、令和５年度一般会計補正予算であります。 

 歳入歳出予算について、国による経済対策の実施に呼応し、価格高騰重点支援給付金につい

て、予算措置済みの住民税非課税世帯への支給に加え、住民税均等割のみ課税世帯への支給や

給付金受給世帯のうち子育て世帯への加算に要する経費として、20億3,400万円を追加すると

ともに、事業の完了が翌年度にわたることから、繰越明許費を追加するものであります。 

 今回の補正により、一般会計の総額は、5,171億7,700万円となるものであります。 

 以上、このたび提案いたしました議案の概要を申し上げました。 

 何とぞ、よろしく御審議いただきますよう、お願い申し上げます。 

○議長（石川 弘君） お聞きのとおりでございます。 

 議事の都合により、暫時休憩いたします。 

午 後 １ 時 ５ 分 休 憩 

────────────────────────── 

午 後 １ 時 25 分 開 議 

○議長（石川 弘君） 休憩前に引き続き会議を開きます。 

 お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第１号については、委員会付託を省

略いたしたいと存じますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 弘君） 御異議ないものと認め、さよう取り計らいます。 

 討論の通告が参っておりますので、お願いいたします。49番・中村公江議員。 

〔49番・中村公江君 登壇、拍手〕 

○49番（中村公江君） 日本共産党千葉市議会議員団の中村公江です。１月１日の能登半島地

震で犠牲になられた方々に心よりお悔やみ申し上げるとともに、被災者の方々が一日も早く復

興されるよう願っております。 

 それでは、会派を代表して、議案第１号・令和５年度千葉市一般会計補正予算（第８号）中、

価格高騰重点支援給付金について賛成の討論を行います。 

 今回の価格高騰重点支援給付金は、2023年12月22日に閣議決定されたものです。電力、ガス、

食料品等の生活必需品の物価上昇で低所得世帯への大きな影響があるために、国が重点支援地

方交付金の低所得者支援への給付拡大に伴って必要な経費を補正し、全額繰越明許するもので

す。 

 補正予算額は20億3,400万円で、全額国庫支出するものです。住民税均等割のみ課税世帯は

約１万1,000世帯で、１世帯当たり10万円が３月中旬に支給予定です。 

 住民税非課税世帯には、今月末に１世帯７万円が支給され、住民税均等割のみ課税世帯及び

住民税非課税世帯の約１万8,000人には、低所得の子育て世帯として18歳以下の児童１人当た

り５万円が３月上旬に支給されます。 

 こども加算については、プッシュ型で早めに対応できるとのことですが、住民税均等割のみ

課税世帯についても、できるだけ早期に支給できるように求めます。 

 議案研究では、野本議員が指摘したように、支給対象者が施設入所などしている場合は、本

人に届くように適切な対応を求めます。また、新たに対象となる場合には、申請をしなければ
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制度を受けられないケースも想定されており、対象者が全て申請できるよう周知徹底を求めま

す。 

 今回の低所得者支援の給付金のモデルケースでは、年金収入のみ65歳以上の方は１人では約

150万円、扶養親族が１人いる夫婦の２人世帯は約222万円、給与収入で扶養親族が３人いる、

一般的には夫婦２人に子供２人の４人家族の場合は、世帯主の収入は約271万円が対象となる

上限とされています。 

 しかし、扶養の人数の違いはあっても、年金が222万円以下や給与収入世帯で271万円以下で

あっても、10万円給付の対象外となる世帯も想定され、自分には何も来ないのかと指摘を受け

る場合もあります。 

 価格高騰重点支援給付金の補正理由は、低所得者で大きな影響が出ている状況に対応すると

述べており、今回の国から指示された対象以外にも、市独自で対象を広げて救済することも必

要ではないかと思われますが、まずは、早急に対応していただくよう申し上げ、討論といたし

ます。（拍手） 

○議長（石川 弘君） 以上で、討論を終わります。 

 お諮りいたします。議案第１号を原案どおり決することに御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 弘君） 御異議ないものと認め、原案どおり可決されました。 

────────────────────────── 

 日程第４ 発議第１号、第２号審議 

○議長（石川 弘君） 日程第４、発議第１号及び第２号を議題といたします。 

 議会運営委員会より提出されました発議第１号及び第２号については、お手元に配付のとお

りでございます。 

 提案理由の説明をお願いいたします。議会運営委員長、42番・中島賢治議員。 

〔42番・中島賢治君 登壇、拍手〕 

○42番（中島賢治君） ただいま上程されました発議第１号及び第２号につきまして、提案理

由の説明を申し上げます。 

 まず、発議第１号・ダイヤ改正における鉄道路線の運行本数の維持や利便性確保に向けた国

の積極的関与を求める意見書について申し上げます。 

 昨年12月15日にＪＲ東日本が発表した、2024年３月ダイヤ改正についてでは、京葉線におい

て、日中帯を除き、東京・蘇我間の全ての快速及び通勤快速を各駅停車に変更するとともに、

朝の通勤時間帯と夕夜間帯の運行本数を１本ずつ減便する内容となっております。また、本年

１月16日には改正の一部変更が発表されましたが、早朝時間帯の東京方面行き快速２本が運行

継続するのみでありました。 

 この改正は、本市の都市基盤や都市経営を揺るがす唐突で極端な改正であり、改悪と言わざ

るを得ません。 

 また、ＪＲ東日本の対応は、本市を切り捨てる内容となっており、今後の人口流入や都市発

展を阻害する要因になりかねず、他の複数の沿線自治体も同様の考えを表明しております。 

 本来であれば、事前に自治体と協議しながら、運行本数の維持や利便性を確保したダイヤ改

正を慎重に進めるべきであります。ＪＲ東日本が民間企業であるということは承知しているも

のの、公共交通機関として中心的な役割を担うことから、沿線自治体に与える影響を考慮して、
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事前協議の場が持たれるよう、国からの働きかけが必要であります。 

 よって、本市議会は国に対し、ダイヤ改正における鉄道路線の運行本数の維持や利便性確保

に向けて、ＪＲ東日本への指導等の積極的関与を求めるものであります。 

 次に、発議第２号・京葉線・外房線・内房線の快速及び通勤快速のダイヤ改正を再考し、利

便性を確保するよう要望する決議について申し上げます。 

 発議第１号で申し上げましたとおり、ＪＲ東日本が発表した2024年３月ダイヤ改正について

は、多くの市民が困惑し、不満を抱いております。 

 また、市長も、ＪＲ東日本に対し、改めて海浜幕張駅などの京葉線各駅や蘇我以遠地域と東

京間の速達性の維持のため、快速などの復元を求めております。市民の代表である市議会は、

それらの声を拾い上げ、市長と連携して改善を求め続ける必要がございます。 

 よって、本市議会は京葉線・外房線・内房線の快速及び通勤快速のダイヤ改正を再考し、利

便性を確保するよう強く望み、決議するものであります。 

 以上、発議第１号及び第２号の提案理由の説明とさせていただきます。議員各位の御賛同を

よろしくお願い申し上げます。（拍手） 

○議長（石川 弘君） お聞きのとおりでございます。 

 お諮りいたします。ただいま議題となっております発議第１号及び第２号については、委員

会付託を省略いたしたいと存じますが、御異議ございませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 弘君） 御異議ないものと認め、さよう取り計らいます。 

 討論の通告が参っておりますので、お願いいたします。７番・黒澤和泉議員。 

〔７番・黒澤和泉君 登壇〕 

○７番（黒澤和泉君） こんにちは。黒澤和泉です。京葉線・外房線・内房線の快速及び通勤

快速のダイヤ改正を再考し、利便性を確保するよう要望する決議に対し、反対の立場で討論を

行います。 

 市議会議員は、市民の皆さんの声を代弁する役割を持つとともに、市のこれからについて客

観的に評価、助言する役割も規定されています。しかし、今回のように世論が大きくなればな

るほど、多様な視点を含めた冷静な議論を行うことができなくなる可能性があります。 

 そこで、今回のダイヤ改正に関する決議について、いま一度、現状と改正内容を照らし合わ

せ、あえて反対の立場で討論を行い、賛成、反対の視点の両方を考慮していただいた上で、皆

さんの判断をいま一度問いたいと思います。 

 まず、本決議においては、ダイヤ改正が本市の都市基盤や都市経営を揺るがすものと述べて

おりますが、ＪＲの一部のダイヤ改正で、市の基盤が揺らぐ根拠が明確ではありません。例え

ば、京葉線朝の通勤・通学ラッシュの快速については、既に2013年に混雑の平準化のため、ほ

ぼ全てが各駅停車化され、現在は早朝の２便の快速と蘇我発の通勤快速２便を残しているのみ

です。 

 もし、主張のとおり、快速の各駅停車化が都市基盤を揺るがすものであるとすれば、その

2013年のダイヤ改正の時点でその影響が出ているはずですが、そのような報告はされていませ

ん。また、改正後は、その改正内容に対して、ＪＲ東日本に対しての改善要望は行われていな

いようです。また、2022年には、今回と同様に、朝の通勤快速２便が各駅停車化されましたが、

この改正による影響についても、調査研究、改善要望は実施されていないようです。また、現
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在残っている通勤快速における乗客者数は、各駅停車の便の７割ほどの乗車率である状況です。 

 今回の改正によるこの通勤快速の各駅停車化が、以前と異なり、特異的に都市基盤や都市経

営を揺るがすというのであれば、その根拠について明確に言及するべきです。この説明をしな

いで主観的な主張を行い続けた場合、風評被害が生じて、実際に千葉市の経済に損害が出るお

それがあります。 

 また、利便性の確保を要望するのであれば、誰にとっての利便性をどのように向上させたい

のか、明示する必要があります。通勤快速の運行は、利用する方の速達性確保の利便性がある

一方で、これによる通過待ちや混雑の不均衡など、ほかの便の利用者の不利益も生じさせます。

また、決議の中で、幕張新都心の価値の低下について言及されていますが、もし幕張メッセな

どの大規模集客施設についての影響を考えるのであれば、速達性だけではなく、イベント開催

時、大勢の参加者が京葉線を利用する際に発生する混雑の解消についても考える必要がありま

す。 

 快速の各駅停車化が進めば、利用者は電車をえり好みすることなく、来た電車にそのまま乗

ることになるため、快速待ちによるホームでの混雑や快速の便の超過密状態が軽減され、利便

性は上がります。また、電車の種別が統一化されれば、事故や災害が発生した際のダイヤの復

旧や臨時列車の増便運行が容易になります。速達性と混雑の解消、輸送力の増強について、ど

のように考慮し、それによってどのような影響が予測できるのか、まずは根拠を明確にするべ

きではないでしょうか。 

 特に、混雑の平準化は、昨今の感染症の拡大の影響を考えても、真剣に取り組むべき問題で

す。今回、ダイヤ改正を再考し、利便性を確保するとは、この速達性と混雑の平準化のバラン

スをどのように変更することを望んでいるのでしようか。 

 また、2023年からスタートした新しい千葉市基本計画によると、千葉市は、いわゆるベッド

タウンというイメージとは異なり、職住近接かつ広域的な仕事や学びの場として、高い拠点性

を有しています。市民の通勤先は、市内が59.0％と過半数を超える一方、東京への通勤者は

20.1％にとどまっています。また、ライフ・ワーク・バランスを重視する流れの昨今では、職

住近接、ゆとりを持った働き方と余裕のある暮らしを求める人が増えてくるでしょう。 

 例えば、美浜区の若葉ベイパーク地区の開発、入居は、先ほど述べた2013年の大規模な各駅

停車化の後に行われていますが、若い子育て世帯による入居希望は後を絶たないことから、東

京への速達性ではなく、豊かな住環境と子育てしやすい環境に引かれて移住された方が多いの

が実情です。 

 幕張新都心、蘇我副都心におけるベッドタウンではないライフタウンのまちづくりは、着々

と進んでいる途中です。客観的なデータを収集分析し、有効な施策を進めることで、千葉に引

かれて移住した方々が地域で働きやすく、住みやすいまちづくりを進めていくべきなのではな

いでしょうか。 

 現在、長距離通勤・通学をされている方の中には、今回のダイヤ改正で不便を感じている方

もおられるでしょう。その方々も、心に余裕を持った生活ができるよう、快適な通勤・通学環

境を提供するために支援するべきだと考えます。例えば、勝浦市が行っているような通勤、通

学の際の特急料金の補助などが挙げられます。豊かな住環境と快適な通勤環境をバランスよく

両立させ、将来的には、生活の場所から近い地域で働くことができる方向に行政は努力するべ

きなのではないでしょうか。 
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 千葉市には、様々な魅力があります。緑豊かで住環境もよく、また、子育てや教育にも力を

入れています。住みやすいまちがあれば人が増え、また、そこで働ける環境があれば、心に余

裕を持った生活、子育てができるはずです。大人が幸せなら子供も幸せになります。地域で働

く人が増えれば、おのずとまちも活気づき、昼夜問わず、まちを行き来する人が増えれば、電

車やバスを利用する人も増え、公共交通機関もより充実していくでしょう。東京への依存から

脱却し、職住近接のまちづくりこそが千葉市の目指すべき道と考えています。 

 今後の千葉市の発展のためにも、当然ＪＲとの協議を進めるべきです。ただし、今回のよう

にダイヤ改正に対して過剰に反応し、やみくもに変更を求めるのではなく、どのようなまちづ

くりをするべきなのかを念頭に置きながら、冷静に、一緒に、継続して議論するべきです。 

 今回の決議には、そのような方針、決意を十分読み取ることができませんでしたので、改め

て反対の立場を表明して、私の討論を終了いたします。御清聴ありがとうございました。 

○議長（石川 弘君） 21番・椛澤洋平議員。 

〔21番・椛澤洋平君 登壇、拍手〕 

○21番（椛澤洋平君） 日本共産党千葉市議会議員団の椛澤洋平です。まず初めに、能登半島

地震で被災された皆様方に、改めて心よりお見舞いを申し上げます。一日も早い復興・復旧に

つながるよう願っております。 

 それでは、会派を代表いたしまして、発議第１号・ダイヤ改正における鉄道路線の運行本数

の維持や利便性確保に向けた国の積極的関与を求める意見書及び発議第２号・京葉線・外房

線・内房線の快速及び通勤快速のダイヤ改正を再考し、利便性を確保するよう要望する決議に

ついて、賛成の立場から討論を行います。 

 昨年末にＪＲ東日本は、京葉線のダイヤ改正について、混雑の平準化などの理由から朝、夕、

夜間の通勤時間帯、通勤快速を含め、全ての快速を各駅停車に変更すると発表いたしました。 

 余りに極端なダイヤ改正にですね、多数の市民から見直しを求めてほしいという声が寄せら

れる中、我々日本共産党千葉市議会議員団は、昨年12月27日に、市長にＪＲ東日本に対してダ

イヤ改正の見直しを求めるよう申入れをいたしました。 

 市長は、翌日の12月28日でありますが、ＪＲ東日本千葉支社に申入れを行った後、本年１月

16日には、早朝時間帯の２本のみ快速が復元されるダイヤ見直しという異例の対応が図られた

ところであります。 

 本件においては、市長が京葉線の快速縮小について、市民の立場から、速やかにＪＲに対し

てダイヤ改正の見直しを申し入れたことについて感謝を申し上げたいというふうに思います。 

 しかしながら、本年１月のダイヤ見直しでは、早朝時間帯の２本のみ快速として運行継続す

るという余りに限定的な見直しであり、通勤快速や夕、夜間帯における快速電車の存続を望む

多くの市民からですね、失望や怒りの声が多数届いているということであります。 

 市民から寄せられる声として、往復で30分以上かかることになり、保育園のお迎えが間に合

わないため職場を変えなければならない。あるいは、11年前に上り７時、８時台の快速電車が

廃止されたが、今回のダイヤ改正で夕方以後まで廃止されたら、生活に困る。あるいは、快速

があるから千葉市に住んだが、朝夕で各駅停車のみになったら、引っ越しを検討しなければな

らないなど、切実な声であります。 

 今回のダイヤ改正の影響は、文字どおりですね、これは市民の人生あるいは生活基盤を左右

すると、こういう問題です。今後の人口流入、都市の発展にも影響を与える暴挙とも言えるも
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のであり、今回のダイヤ改正は、見直しだけでは到底容認できるものではありません。 

 そのため、日本共産党千葉市議会議員団は、市民からの声として最も多い、ＪＲは利用者の

声を聞くべきだとの声に基づいて、日々利用される市民の声を可視化するために署名活動を展

開しておりまして、今、1,000名を超える署名が寄せられています。２月に、ＪＲ東日本千葉

支社にですね、通勤快速及び快速電車の存続を求める申入れを行い、改めて強くＪＲにダイヤ

の再考を要望してまいります。 

 また、今後、市民が求めるダイヤ見直しに向けて、本市の執行部に対して、２点要望を申し

上げたいというふうに思います。 

 １つは、京葉線ダイヤ改正を反対表明している自治体というのは、現時点において、少なく

ともですね、一宮町、茂原市、大網白里市、袖ヶ浦市、市原市、木更津市、君津市、富津市、

いすみ市、勝浦市、鴨川市、御宿町、大多喜町と、千葉市を含めて14市町にも及んでおります。

もはやですね、千葉市だけの問題ではない。千葉県における重大な問題だと発展をしているた

め、千葉市だけの申入れだけではなくて、沿線自治体と連名にて要望書を提出するなど、一層

連携した対応をですね、強く求めるものであります。 

 ２つは、ＪＲ東日本との事前協議が可能となるよう、国の積極的関与、これは当然必要であ

りますが、ＪＲ東日本との連携協定を締結することであります。東金市なんかは、ＪＲ東日本

と公共交通の利便性、安全性及び持続可能性の向上による地域との共生に関することなど、相

互の持続的発展に向けた包括連携協定書を令和５年に締結しております。 

 本市といたしましても、ＪＲ東日本と公共交通の利便性について、日常的に対話の機会を設

けるための連携体制の構築を求めるものであります。 

 最後になりますが、本市議会としても、先ほど来討論がございました。各会派、また議員の

皆様方の様々な、多様な意見があるんだろうというふうに思うわけでありますが、他方、先ほ

どの意見もありましたが、やはり多くの皆様がこの京葉線を使い、また外房線、内房線を使い、

また、それに伴う不利益をこうむるということになります。 

 我々市議会は、市民の負託を受けて議会に立たせていただいている中でありますので、ぜひ、

多様な意見があることは分かりますが、今、京葉線、外房線、内房線を利用する市民の皆様方

の日々の利便性の確保に向けてですね、ぜひ、この垣根を越えて力を合わせようではありませ

んか。引き続き、日本共産党千葉市議会議員団は、全力でこのＪＲ京葉線のダイヤ改正見直し

に向けて取り組む決意を申し上げて、討論といたします。（拍手） 

○議長（石川 弘君） 以上で、討論を終わります。 

 電子採決システムにより、採決いたします。 

 お諮りいたします。発議第１号及び第２号について、原案どおり決することに賛成または反

対のボタンを押してください。 

〔賛成・反対ボタン押下〕 

○議長（石川 弘君） 押し間違いはありませんでしょうか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（石川 弘君） ないものと認め、確定いたします。 

 採決の結果を申し上げます。賛成多数であります。よって、発議第１号及び第２号は原案ど

おり可決されました。 

 なお、可決されました発議の提出先等については、議長に一任願います。 
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 以上で、本臨時会の全日程は終了いたしました。 

 これをもって、令和６年第１回千葉市議会臨時会を閉会いたします。 

 慎重御審議、ありがとうございました。 

午 後 １ 時 53 分 閉 会 

────────────────────────── 
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